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年 7月 1日

2
0
1
1
年
度
第
1
回

評
議
員
会
・
理
事
会
開
催

（平成 23) 

5
月
9
日、

『
2
0
1
1
年
度
第

1

回
評
議
員
会
お
よ
び
理
事
会
』
が
東

京

・
千
代
田
区
の
コ

1
プ
ビ
ル
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
会
議
で
は
①
2
0
1
0

年
度
の
事
業
報
告
お
よ
び
収
支
決
算
に

つ
い
て
、

②
辞
任
に
伴
う
新
法
人
に
移

行
す
る
際
の
最
初
の
評
議
員
候
補
者
を

推
薦
す
る
件
に
つ
い
て
な
ど
が
審
議
さ

れ
、
い
ず
れ
も
全
員
異
議
な
く
承
認
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
理
事
会
で
は
本
会
育
英
事
業

と
し
て
の
東
日
本
大
震
災
に
対
す
る
対

よだム
宮英':ti; 

同

東
日
本
大
震
災
に
対
す
る
本
会

育
英
事
業
の
対
応
に
つ
い
て

( 1 ) 

本
会
育
英
事
業
で
は
、
漁
業
従
事
者

が
海
難
等
の
災
害
に
よ
り
死
亡
・
行
方

不
明
と
な
っ
た
場
合
、
ま
た
は
漁
船
等

の
海
難
救
助
活
動
に
従
事
も
し
く
は
協

力
し
た
者
が
救
助
活
動
上
の
災
害
に
よ

り
死
亡
・
行
方
不
明
と
な
っ
た
場
合
に

お
い
て
、
被
災
者
の
子
弟
に
対
し
、
学

資
給
与

・
奨
学
金
貸
与
の
事
業
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

こ
の
度
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、
大

津
波
に
よ
り
漁
業

・
漁
村
が
壊
滅
的
な

被
害
を
受
け
る
と
と
も
に
、
多
数
の
漁

業
従
事
者
お
よ
び
J

F

（
漁
協
）
職
員

が
犠
牲
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現

在
、
主
な
被
災
県
の
J

F
漁
連
、

J

F

（
漁
協
）
を
通
じ
て
ご
遺
族
の
か
た
が

応
に
つ
い
て
も
審
議
さ
れ
た
ほ
か
、
任

期
満
了
に
伴
う
評
議
員
な
ら
び
に
奨
学

生
選
考
委
員
の
選
任
が
行
わ
れ
、
次
の

か
た
が
た
が
新
た
に
選
任
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
を
も
っ
て
辞
任
さ
れ
た
方
に

は
、
こ
れ
ま
で
の
ご
尽
力
に
改
め
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

マ
新
任
評
議
員
｜
小
野
勲
氏
（
J
F
茨

城
沿
海
地
区
漁
連
会
長
）
、
荒
川
邦
夫

氏
（
J

F
静
岡
漁
連
会
長
）
、
大
保
清

美
氏
（
全
日
海
広
報
室
室
長
）

※
そ
の
ほ
か
の
評
議
員

・
奨
学
生
選
考

委
員
の
か
た
が
た
は
再
任
と
な
り
ま

す
。

た
へ
本
会
育
英
制
度
に
つ
い
て
の
周
知

方
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

な
お
、
具
体
的
な
対
応
に
つ
い
て
は

次
の
と
お
り
で
す

①
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
大
津
波
に
よ

り
、
死
亡

・
行
方
不
明
と
な
っ
た
漁

業
従
事
者
、

J

F

（漁
協
）
職
員
お

よ
び
漁
船
等
の
海
難
救
助
活
動
中
に

死
亡
・
行
方
不
明
と
な
っ
た
方
の
子

弟
に
つ
い
て
事
業
の
対
象
と
致
し
ま

す
。

②
奨
学
生
と
し
て
の
採
用
手
続
き
は
、

基
本
的
に
遺
児
お
よ
び
保
護
者
か
ら

の
申
請
を
関
係
J

F

（
漁
協
）
、

J

F
漁
連
等
で
確
認
の
上
、
奨
学
生
選

考
委
員
会
に
お
い
て
選
考
さ
れ
る
と

と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
理
事
会
の
官
頭
、
鈴
木
俊

一

理
事
長
が
開
会
の
挨
拶
に
立
ち
、
去
る

3
月
日
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

に
て
亡
く
な
ら
れ
た
か
た
が
た
に
哀
悼

の
意
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
「
こ
の
た

び
の
大
地
震
が
引
き
起
こ
し
た
大
津
波

は
、
多
く
の
尊
い
人
命
を
奪
い
、
豊
か

な
土
地
を
泥
と
瓦
礁
の
山
に
変
貌
さ
せ

た
。
特
に
沿
岸
地
域
に
被
害
が
集
中
し

た
こ
と
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
漁
業
者
が

犠
牲
と
な
り
、
漁
船
や
水
産
関
連
施
設

に
甚
大
な
損
壊
を
も
た
ら
し
た
。
さ
ら

に
は
、
東
京
電
力
福
島
原
子
力
発
電
所

事業活動支出の主な内訳

入学・卒業配念品

ー 贈呈
3,060 
2.03% 

グラフ 1

の
事
故
に
よ
り
高
濃
度
放
射
性
物
質
が

海
中
に
流
出
し
た
こ
と
で
、
水
産
物
の

風
評
被
害
等
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
下
で
は
あ
る

が
、
震
災
で
被
災
さ
れ
た
漁
業
者
の
遺

児
の
た
め
、
本
会
と
し
て
で
き
る
限
り

の
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
」
と
強
く

誓
い
ま
し
た
。

。2
0
1
0
年
度
事
業
概
要

昨
年
度
は
経
済
情
勢
の
不
安
定
な

中
、
海
難
遺
児
へ
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援

を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
寄
付
金
収
入

が
予
算
を
下
回
っ
た
こ
と
や
、
国
債
等

の
有
価
証
券
の
金
利
低
下
に
伴
う
運
用

収
入
の
減
少
に
よ
り
、

計
画
の
事
業
活

動
収
入
を
得
る
乙
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

一
方
、
事
業
費
支
出
で
は
年
々
奨
学

生
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
中
、
本
年
度

は
海
難
事
故
等
の
発
生
が
少
な
か
っ
た

こ
と
等
に
よ
り
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
り
、
事
業
活
動
収
支
差
額
は

計
画
を
若
干
上
回
り
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、

2
0
1
0
年
度
の

一
般

正
昧
財
産
増
加
額
は

6
3
7
万
円
余

募金活動費
2,622 
1.74% 

ノ

返還事業費

350 
0.23% 

学資給与事業の実績

学 区 月額給与金 入学記念品 卒業犯念品 年度末人数

幼児 1,152 8 

小学生 11,544 560 74 

中学生 19,584 1,100 68 

高校生等 36,300 1,400 101 

合計 68,580 3,060 251 
司b－－『 【且且 阜 .....,_ ._._ ~・品 占 -－・・山 山一ム邑山且

（単位千円、人）
表 1

で
、
年
度
末
基
本
財
産
額
は
印
億
5
5

0
0
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

事
業
費
の
主
な
内
訳
を
グ
ラ
フ
と
表

に
示
し
ま
し
た
。

2
0
1
1
年
度

第
1
回
奨
学
生
選
考
委
員
会

5
月
刊
日
、

『
2
0
1
1
年
度
第
1

回
奨
学
生
選
考
委
員
会
」
が
開
催
さ

れ
、
「
第
1
回
奨
学
生
出
願
者
（
4
月

お
日
締
切
）
の
選
考
」
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
学
資
給
与

奨
学
生
と
し
て
、
幼
児
3
人
、
小
学
生

2
人
、
中
学
生
1
人、

高
校
生
等
1
人

の
合
計
7
人
が
、
ま
た
、
奨
学
金
貸
与

奨
学
生
と
し
て
叩
人
が
そ
れ
ぞ
れ
採
用

さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
前
年
度
か
ら
の
継
続
奨
学
生

と
併
せ
て
、
新
規
奨
学
生
を
加
え
た

6

月
日
日
現
在
の
奨
学
生
数
は
、
別
表
「
都

道
府
県
別
奨
学
生
数
」
の
と
お
り
で

す
。

る者を対象とする．
，主2高校生等には特別支媛学生3名を含む．

）
－
 

人
一
数；
 

円
一
末

千
一
度

位
一
年

団
訂時学入

大学生等 24 1,800 

奨学金貸与事業の実績

月額貸与金

15,500 

区

表2

A晶＇
千

第
引
回

浅
海
増
殖
研
究
発
表
全
国
大
会

去
る

6
月
8
日
、
神
戸
市
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー
ム
内
「
ハ

l
パ
l
ホ
l
ル
」
（
丘ハ

庫
県
）
に
て

『第
引
回
浅
海
増
殖
研
究

発
表
全
国
大
会
』
（
浅
海
増
殖
研
究
中

央
協
議
会

・
全
国
海
苔
貝
類
漁
業
協
同

組
合
連
合
会
共
催
）
が
開
催
さ
れ
、
全

国
の
海
苔
生
産
者
等
約
3
9
0
人
が
集

ま
り
ま
し
た
。

当
日
、
本
会
に
お
い
て
は
、
大
会
主

催
者
ご
理
解
の
も
と
、

J

F
兵
庫
漁
連

職
員
の
か
た
が
た
と
と
も
に
募
金
活
動

を
行
い
、

来
場
さ
れ
た
皆
さ
ま
よ
り
温

か
い
ご
支
援
を
賜
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
多
く
の

皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

⑨ 再生紙使用http://www.jf・net.ne .j p/i kuei kai 育英会ホームページ
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制
漁
船
海
難
遺
児
育
英
会
は
、

東
日
本
大
震
災
の
発
生
に
伴
う
育

英
事
業
の
対
応
（
具
体
的
な
取
り

組
み
）
に
つ
い
て
、

地
域
漁
連
、

漁
協
、
教
育
関
係

（
教
育
委
員
会

等
）
に
対
し
て
周
知
徹
底
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
被
災
地
の
視

察
訪
問
を
実
施
し
ま
し
た
。

訪
問
者
は
本
会
専
務
理
事
佐
藤

信
三
、
同
事
務
局
長
大
野
誠
、
同

奨
学
生
選
考
委
員
相
上
興
信
（
全

国
市
町
村
教
育
委
員
会
事
務
局

長
）
の

3
名
。
一

行
は

6
月
日
日、

レ
ン
タ
カ
ー
を
利
用
し
て
宮
城
県

石
巻
市
か
ら
海
岸
線
を
北
上
、
岩

手
県
宮
古
市
を
経
由
し
て
日
日
夕

刻
に
は
盛
岡
市
に
入
り
ま
し
た
。

海
岸
線
を
車
で
走
行
し
て
い
る

と
、
ど
こ
も
瓦
礁
の
山
と
化
し、

消
失
し
た
町

・
漁
村
と
破
壊
さ
れ

た
漁
港
、

水
産
施
設
、
学
校
、
病

院
、
ピ
ル
に
突
き
刺
さ
っ
た
漁
船

等
々
、

3
月
日
日
に
発
生
し
た
巨

大
地
震
と
大
津
波
は
多
く
の
尊
い

命
を
奪
い
、
こ
の
様
な
悲
惨
な
惨

状
を
引
き
起
こ
す
自
然
の
猛
威
を

前
に
し
て
は
誰
も
が
首
を
う
な
垂

れ
る
に
違
い
な
い
と
感
じ
た
次
第

で
す
。

（
訪
問
先
）

宮
城
県
｜
J
F
み
や
ぎ
本
所

・
女

川
支
所

・
気
仙
沼
地
区
支
所
、

J

F
共
水
連
宮
城
支
店
、
町
立
女
川

第

1
小
学
校
、
宮
城
県
栗
原
市
教

育
委
員
会

岩
手
県
｜
J
F
岩
手
漁
連
、

J
F

共
水
連
岩
手
支
店
、

J
F
広
田

湾、

J
F
大
船
渡
市
、

J
F
宮
古
、

陸
前
高
田
教
育
委
員
会
、
盛
岡
市

教
育
委
員
会

今
回
の
訪
問
は
、
被
災
情
報
の
収
集
を

行
う
と
同
時
に
、
被
災
に
伴
う
育
英
事
業

の
対
応
や
児
童
生
徒
に
つ
い
て
の
避
難
状

日
・
霊
長
犬
児
こ
コ
E

ご
ち
そ
1

F

1
、

ん
で
い
る
。
石
巻
市
立
大
川
小
学
校
が
津

波
に
飲
ま
れ
て
全
校
児
童
1
0
8
人
中
九

人
、
教
員
ロ
人
中
日
人
が
死
亡

・
行
方
不

明
と
な
っ
て
い
る
。

女
川
地
区
の
漁
業
者
（
正

・
准
）
数
は

5
2
3
人
で
あ
る
が
、
今
回
の
被
災
で
の

死
者

・
行
方
不
明
者
は
お
人
で
あ
り
、
今

の
と
こ
ろ
遺
児
は

1
人
で
あ
る
。
ま
た
漁

業
者
の
家
族
で
死
者

・
行
方
不
明
者
は
∞
∞

人
で
あ
る
。
事
務
所
の
パ
ソ
コ
ン
お
よ
び

資
料
は
す
べ
て
津
波
で
流
さ
れ
た
が
、
組

合
員
名
簿
は
本
所
デ
l
タ
に
保
管
さ
れ
て

い
た
の
で
安
否
確
認
が
で
き
た
。
女
川
町

で
の
津
波
は
、

口

μを
超
す
も
の
で
中
心

市
街
地
は
壊
滅
状
態
で
あ
る
。
町
の
人
口

の
1
剖
が
死
者

・
行
方
不
明
者
（
1
0
3

1
人
）
で
あ
る
。
女
川
第

一
小
学
校
は
避

難
所
に
な
っ
て
い
る
が
、
学
校
で
は
子
ど

も
た
ち
の
心
の
ケ
ア
へ
の
取
り
組
み
が
行

わ
れ
て
お
り
、
校
長
先
生
に
よ
る
熱
心
な

心
温
ま
る
指
導
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。

「

－

a
Jd
哩
語

－
柄、
＼
J
出
『

副
R
W
幽
円
↑副

“一
臨
港

！
l
 

邑悶
6
4
’女

臨

1
A
L
物

U

－凶
m
A
簿
一建

強
引
封
書
た

辺一

E
a
．－
れ

－
断
片

ι寝
泊
さ

一
一
民
間
残

F
b
b
同
耳
幽
，
w
＋
J

’’U邑
B
だ

は
臨
調
国一
骨

司

4
a
H
a司
副
刷
工
夫

剛
培
自助割

a
－－E
岳山
P

S

【〕月一

泊
置
一

ム

南
三
陸
町
で
は
住
宅
地
・
市
街
地
の
臼

%
が
浸
水
の
被
害
を
受
け
て
い
る
。
町
の

中
心
地

・
志
津
川
は
、
津
波
に
よ
り
完
全

に
壊
滅
状
態
で
あ
り
、
町
役
場
も
流
出
、

町
の
職
員
も
多
く
の
方
が
亡
く
な
っ
て
い

る
。
南
三
陸
町
の
戸
倉
小
学
校
と
戸
倉
中

学
校
は
校
舎
の
損
傷
が
甚
大
で
早
期
の
復

旧
が
難
し
い
た
め
、
教
育
環
境
を
整
え
る

た
め
と
し
て
、
登
米
市
の
旧
小
学
校
に

一

時
移
転
を
決
め
て
い
る
。

船
体
や
設
備
の
価
格
が
高
く
、
船
主
に
と

っ
て
の
損
失
は
大
き
い
と
言
え
る
。
m
J

未
満
の
小
型
漁
船
は
、

－
万
2
0
0
5
般

の
大
破
が
確
認
さ
れ
、
被
害
額
は

1
0
0

2
億
円
に
上
る
と
い
う
。

宮
城
県
漁
協
気
仙
沼
地
区
支
所
で
は
、

支
所
と
出
張
所
が
集
結
し
て
業
務
を
行
っ

て
い
る
状
況
で
あ
る
。

少」

立
た

認
が

嗣
た

ヨカ
玩
の

刷出
会

館
員

配
委

園
育

副
教

掴
回

園
高

岡
陸

圃
ム

階
上
地
区
は
、
約
5
0
0
人
の
漁
業
者

が
い
る
が
、
現
時
点
で
は
、
遺
児
は

4
人

で
あ
る
。
漁
業
者
は
生
活
（
生
き
て
い
く

こ
と
）
に
精
い
っ
ぱ
い
の
状
況
に
あ
る
。

陸
前
高
田
市
の
小

・
中
学
校
の
児
童
生
徒

数
は

1
8
0
0
人
で
あ
る
が
、
被
災
で
死

亡
・
行
方
不
明
と
な
っ
た
児
童
生
徒
は
お

人
、
両
親
ま
た
は
片
親
が
死
亡

・
行
方
不

明
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

1
4
6
人
に
も

を訪れて

相 上 興 信
（全国市町村教育委員会連合会事務局長）

岩手）

奨学生選考委員

地
に
な
り
、
子
ど
も
た
ち
の
体
育
授
業
も

ま
ま
な
ら
な
い
状
態
に
あ
る
。

岩
手
県
広
田
湾
漁
協
で
は
、
事
務
所
が

津
波
で
流
さ
れ
て
お
り
、
現
在
は
プ
レ
ハ

ブ
の
仮
事
務
所
で
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

陸
前
高
田
市
の
人
口
は
約
2
万
人
で
漁
業

者
は

1
5
0
0
人
で
あ
る
が
、
今
回
の
被

災
で
は
、

河
人
ぐ
ら
い
が
死
亡

・
行
方
不

明
と
思
わ
れ
る
。

大
船
渡
市
で
は、

津
波
の
高
さ
が
日

・

8
Mと
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
、
検

潮
所
の
津
波
計
が
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た

た
め
、
こ
れ
以
上
の
高
さ
で
あ
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
ま
た
、
綾
里
で
は
、
お
・

6
μ

に
達
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
と

い
う
。
大
船
渡
市
立
甫
嶺
小
学
校
で
は
、

越
喜
来
小
学
校
と
崎
浜
小
学
校
が
聞
が
り

し、

3
校

一
緒
に
学
校
生
活
を
送
っ
て
い

る
。
漁
協
の
組
合
員
数
は
、

1
7
0
0
人

で
、
漁
業
者
の
安
否
確
認
は
で
き
た
が
、

家
族
の
安
否
確
認
は
で
き
て
い
な
い
。
現

在
犯
人
の
漁
業
者
が
死
亡

・
行
方
不
明
に

な
っ
て
い
る
。
特
に
行
方
不
明
と
な
っ
て

い
る
方
の
家
族
か
ら
の
奨
学
生
願
書
申
請

ま
で
は
、
か
な
り
の
時
聞
を
要
す
る
。

岩
手
県
大
槌
町
で
は
臼
%
の
浸
水
被
害

を
受
け
た
。
最
強
と
言
わ
れ
て
い
た
防
潮

堤
も
、
今
回
の
津
波
に
よ
り
無
残
に
も
破

壊
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

釜
石
市
の
市
街
地
で
港
に
近
い
町
並
み

は
、
ほ
と
ん
ど
の
住
宅
が
浸
水
し
て
い
る
。

湾
口
防
潮
堤
が
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
て
、

市
全
体
の
死
者

・
行
方
不
明
者
は

1
3
0

5
人
に
上
る
。
大
槌
町
の
市
街
地
は
壊
滅
。

町
役
場
も
被
災
し
て
町
長
さ
ん
は
亡
く
な

り
、
死
者

・
行
方
不
明
者
は

1
7
2
5
人

で
、
人
口
の

1
割
を
超
え
る
と
い
う
大
惨

事
で
あ
る
。

岩
手
県
宮
古
市
で
は
津
波
の
高
さ
が

7
・
3
Mで
あ
り
、
田
老
地
区
で
は
、

一

部
で
幻
・

9
Mで
あ
っ
た
と
い
う
。
田
老

の
海
岸
に
は
万
里
の
長
城
と
も
呼
ば
れ
、

チ
リ
津
波
を
防
い
だ

m
M
の
防
潮
堤
が
あ

る
が
、
今
回
は
あ

っ
と
い
う
聞
に
乗
り
越

え
ら
れ
て
い
る
。
明
治

・
昭
和
に
続
い
て

三
重
つ
撃
度
こ
農
h
J
1
、
三
案
審
ま
要
求
夙

＊
4
歳
か
ら
長
い
間
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
家
族
の
協
力
を
得
な
が
ら
短
大

2
年
間
を
過
ご
せ
そ
う
で
す
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（岩
手
県
高
卒
向
折
戸
）

＊
3
月
に
無
事
卒
業
を
し
ま
し
た
。
長

い
間
ご
支
援
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（宮

城

県

高

卒

山

下

）

＊
長
い
間
援
助
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
度
、
お
か

げ
さ
ま
で
、
目
標
で
あ
る
保
育
士
に
な

る
た
め
の
短
大
に
進
学
す
る
事
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ま
の
恩
を

忘
れ
ず
、
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
。

（

兵

庫

県

短

一

大

角
）

三洋一
ろj蚕

り て ＊
ま働 4
す い月
。てか

t E ら
ま小
す 学
。校

こで
れ臨
か時
ら教
も員
頑と
張 し

（
高
知
県
大
卒
橋
本
）

＊
大
変
助
か
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
来
年
は
希
望
す
る
大
学

に
入
学
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
制
度
が
あ
り
感
謝
で
す
。

（長

崎

県

高

卒

岩

野

上

）

＊
無
事
高
校
を
卒
業
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
専
門
学
校
に
入
学
が

で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

（
長
崎
県
専

小
田
）

保
護
者
か
ら
の
お
便
り

レド

一
三
足
」
－t
＋A
F

？
－
内ノ

4玄

1
1
ト
h

1ノ
’
コ
ゴ
炉

U
b
r－
ほ
批

球
と
勉
強
を
が
ん
ば
る
そ
う
で
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
北
海
道
向
井
）

＊
長
い
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
皆

さ
ま
の
お
か
げ
で
息
子
も
無
事
高
校
を

卒
業
し
、
将
来
の
夢
に
向
か
っ
て

一
歩

を
踏
み
出
す
事
が
で
き
ま
し
た
。
資
格

取
得
を
め
ざ
し
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
岩
手
県
西
村
）

＊
海
の
近
く
に
住
み
な
が
ら
津
波
被
害

を
免
れ
ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝
の
日
を

送
っ
て
い
ま
す
。

」

（
岩
手
県
向
折
戸
）

＊
長
い
間
奨
学
金
ゃ
あ
た
た
か
い
励
ま

し
を
い
た
だ
き
ま
し
で
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
祖
父
母
と
カ
キ
養
殖
で

生
計
を
立
て
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の

度
の
津
波
で
廃
業
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

り
ま
し
た
。
娘
に
は
大
学
で
力
を
つ
け

て
、
自
立
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。

L 

（
宮
城
県
亀
山
）

＊
い
つ
も
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。
今

年
、
長
女
は
希
望
校
に
合
格
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
一

生
懸
命
が
ん
ば
っ

た
成
果
で
す
が
、
皆
さ
ま
の
支
え
が
心

強
い
支
援
と
し
て
背
中
を
押
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
自
分
の
道

を
自
分
で
切
り
開
き
、
成
長
し
て
い
っ

て
も
ら
い
た
い
で
す
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ιノ

（
兵
庫
県
森
）

＊
子
供
も
や
っ
と
看
護
師
に
な
る
夢
が

叶
い
、
人
生
の

一
歩
を
踏
み
だ
す
事
が

で
き
ま
し
た
。
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
今
ま
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

（鳥

取

県

牧

野

）

＊
長
い
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

2

人
の
娘
が
無
事
に
成
長
し
て
く
れ
た
の

も
皆
さ
ま
の
お
か
げ
で
す
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（島

根

県

木

村

）

＊
息
子
は
特
別
支
援
学
校
を
卒
業
し
て

百
田
I

庄
』
也
川
又
こ
南
一
ι川

J
C
E
Kト
タ
。

トヒ

k
、

の羽根募金水色! ! 手をの愛漁船海難遺児
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情
報
収
集
を
行
っ
た
。
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

9
・
O
の
巨
大
な
地
震
が
東
日
本
に
甚
大

な
被
害
を
与
え
、
地
震
後
に
襲
来
し
た
大

津
波
は
、
東
北
・
関
東
地
方
の
太
平
洋
沿

岸
に
大
き
な
爪
痕
を
残
し
て
い
る
。
津
波

に
よ
る
被
害
は
、

5
0
7
平
方
キ
ロ
に
お

よ
ぶ
と
い
う
。

年 7月 1日

1
日
目
は
仙
台
を
起
点
に
、
塩
釜

・
松

島

・
石
巻
・
気
仙
沼
と
海
岸
続
を
移
動
し

た
。
道
路
は
、
や
や
起
伏
の
多
い
状
態
で

あ
っ
て
自
動
車
で
は
揺
れ
の
多
い
行
程
で

あ
っ
た
。

（平成23) 

宮
城
県
漁
協
本
所
に
て
、
支
所
機
能
に

つ
い
て
は
十
分
に
回
復
で
き
て
い
な
い
状

態
で
あ
り
、
仮
事
務
所
す
ら
未
定
な
支
所

も
数
か
所
あ
り
、
特
に
県
北
部
地
区
（
鹿

折
・
歌
津
）
は
気
仙
沼
地
区
支
所
に
間
借

り
し
て
い
る
状
態
で
あ
る
。
漁
業
者
の
被

災
状
況
は
、
死
者

・
行
方
不
明
者
を
併
せ

て
約

4
3
8
人
で
あ
る
。
7
月
末
に
は
、

再
度
調
査
を
実
施
の
予
定
で
あ
る
。
遺
児

数
の
確
認
も
同
時
に
行
っ
て
い
る
が
、
ま

だ
時
聞
を
要
す
る
。

‘
司
］川

よだム
冨英育( 3) 

景風なλ
ノょの地戦でλ

M
 

M

申
A
F

F

ム

石
巻
市
で
は
、
市
内
を
流
れ
る
旧
北
上

川
で
、
河
口
か
ら
内
陸
へ

8
キ
ロ
奥
ま
で

の
流
域
が
浸
水
し
た
と
い
う
。
そ
の
水
位

の
跡
が
は
っ
き
り
と
残
骸
に
刻
ま
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
進
む
と
旧
北
上
川
か
ら
、
北

上
川

（
追
波
川
）
へ
追
波
湾
に
押
し
寄
せ

た
津
波
は
そ
の
ま
ま
北
上
川
を
逆
流
し
て

印

J
も
遡
上
し
、
河
口
か
ら
日
J
以
上
離

れ
た
石
巻
飯
野
川
付
近
ま
で
被
害
が
お
よ

港刀口
山
出」気船漁洋遠たれF

つ
J
J
 

上ちT
J
 

で位
以

串
亭ム

気
仙
沼
市
で
は
、
津
波
と
そ
の
後
に
発

生
し
た
火
災
で
市
街
地
は
ほ
ぼ
壊
滅
状
態

で
あ
り
、
死
者

・
行
方
不
明
者
は

1
4
0

0
人
を
超
え
る
。
ま
た

J
R
気
仙
沼
線
で

は、

9
つ
の
駅
が
流
失
し
て
お
り
、
鉄
橋
、

高
架
橋
、
築
堤
等
の
流
失
箇
所
が
多
い
。

大
津
波
で
大
型
漁
船
団
般
が
陸
上
に
打
ち

上
げ
ら
れ
て
お
り
、
特
に
遠
洋
マ
グ
ロ
は

え
縄
漁
船
な
ど
が
被
災
し
、
被
害
額
は
1

7
0
億
円
に
も
上
る
と
い
う
。
特
に
気
仙

．
沼
港
で
は
、
火
災
や
水
没
に
よ
り
日
般
が

被
災
し
て
お
り
、
こ
れ
に
は
マ
グ
ロ
は
え

縄
漁
船
6
般、

4
0
0
1
5
0
0
J
級
の

水
産
庁
の
取
締
船

2
般
も
含
ま
れ
て
い

る
。
宮
城
県
に
登
録
さ
れ
て
い
る
初
J
以

上
の
漁
船
は

1
4
5
般
で
あ
り
、
大
破
が

確
認
さ
れ
た
の
は
全
体
の

1
割
で
あ
る
。

J
F兵
庫
信
漁
連

貯
蓄
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で

「
水
色
の
羽
根
募
金
」
に
貢
献

6
月
刊
日
、
農
林
中
央
金
庫
大
阪
支

店
（
大
阪
市
中
央
区
）
に
お
い
て
、

J

F

兵
庫
信
漁
連
に
よ
る
「
水
色
の
羽
根
募

金
」
目
録
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
、

J

F
兵
庫
信
漁
連
が
寄
付
し

た
の
は
、

2
0
1
1
年

3
月

1
日
か
ら

4
月
お
日
ま
で
に
預
け
ら
れ
た
新
規
定

期
貯
金
預
入
金
額
の

0
・
旧
%
分
を
同

信
漁
連
が
負
担
し
、
貯
金
者
に
代
わ
り

本
会
へ
寄
付
す
る
と
い
う
形
で
取
り
組

． （宮城

東日本大震災

被災地

上
る
。
教
育
委
員
会
の
教
育
長

・
委
員

・

職
員
の
多
く
が
死
亡

・
行
方
不
明
と
な
っ

て
お
り
大
変
な
状
態
で
あ
る
。
松
阪
教
育

委
員
は
教
育
長
が
亡
く
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
自
ら
陣
頭
指
揮
を
と
り
、
教
育
行

政
に
真
っ
向
か
ら
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る

こ
と
に
、
感
心
を
持
ち
敬
服
の
念
を
抱
い

た
。
本
会
育
英
事
業
に
つ
い
て
は
で
き
る

限
り
の
協
力
を
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

現
在
、
子
ど
も
た
ち
の
生
活
は
、
避
難
所

か
ら
仮
設
住
宅
へ
と
移
り
、
ス
ク
ー
ル
パ

ス
の
路
線
の
変
更
や
、
停
留
所
の
変
更
な

ど
難
題
が
押
し
寄
せ
て
い
る
。
ま
す
ま
す

子
ど
も
た
ち
の
心
の
ケ
ア
が
重
要
で
あ

り
、
ま
た
、
被
災
し
て
い
な
い
市
内
全
て

の
小

・
中
学
校
の
校
庭
が
仮
設
住
宅
の
敷

ま
れ
た
貯
蓄
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
ス

プ
リ
ン
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

1
）
の
も
の

で
す
。

当
日
、
山
田
峰
人
J

F
兵
庫
信
漁
連

会
長
（
写
真
左
）
よ
り
寄
付
金
の
目
録

を
受
け
取
っ
た
佐
藤
信
三
本
会
専
務
理

事
は
、
「
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
奨

学
生
数
の
急
増
が
予
想
さ
れ
る
中
、
皆

さ
ま
か
ら
頂
い
た
寄
付
金
で

一
人
で
も

多
く
の
子
供
た
ち
を
支
援
で
き
る
よ

う
、
大
切
に
使
っ
て
い
き
た
い
」
と
述

べ
、
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。
ご
協
力

い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
、
心
よ
り
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

し
た
。
姉
吉
に
は
、
過
去
の
大
津
波
の
教

訓
を
伝
え
る
「
此
処
よ
り
下
に
家
を
建
て

る
な
」
と
い
う
石
碑
が
建
っ
て
い
る
。
住

民
は
教
え
を
守
り
被
害
に
は
至
ら
な
か
っ

た
。
宮
古
市
の
港
と
そ
の
周
辺
で
は
、
甚

大
な
被
害
を
受
け
、
死
者
・
行
方
不
明
者

は
7
7
0
人
で
あ
る
。
国
道
必
号
線
は
、

各
所
で
路
面
崩
壊

・
橋
梁
が
流
失
し
て
お

り
、
被
害
の
大
き
さ
に
驚
き
を
感
じ
る
。

自
動
車
で
は
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
、
迂
回

を
強
い
ら
れ
、
多
く
の
時
聞
を
費
や
し
た
。

組
合
は
、
小
・
中
の
ト
ロ
ー
ル
漁
業
が
主

体
と
な
っ
て
お
り
、
被
災
時
に
沖
に
向
か

っ
て
非
難
し
た
漁
船
も
多
く
、
思
っ
た
ほ

ど
油
業
者
の
被
害
は
少
な
か
っ
た
。
現
時

点
で
の
漁
業
者
の
死
者
・
行
方
不
明
者
は

口
人
で
あ
る
。

岩
手
県
盛
岡
市
教
育
委
員
会
は
本
会
育

英
会
事
業
に
つ
い
て
確
認
で
き
て
お
り
、

今
後
何
か
あ
れ
ば
協
力
し
て
い
き
た
い
と

の
こ
と
。

宮
城
県
栗
原
市
は
津
波
の
被
害
は
な
い

も
の
の
、
地
震
に
よ
る
学
校
施
設
等
に
甚

大
な
被
害
が
出
て
い
る
。
南
三
陸
町
で
津

波
に
よ
り
被
災
さ
れ
て
、
栗
原
市
に
仮
設

住
宅
が
完
備
す
る
ま
で
家
族
で
避
難
さ
れ

て
い
る
方
が
多
く
お
り
、
当
市
の
学
校
に

も
通
っ
て
い
る
。
教
育
委
員
会
の
協
力
体

制
は
半
分
で
き
て
い
る
と
の
話
で
あ

っ

た
。

れ
、
札
幌
市
内
の
大
学
へ
進
学
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

1
9
9
6
年

7
月

m日
の
事
故
当
時
、
小

3

（
長
男
）

・

小

1
（二
男）

・幼
稚
園
の
年
中
（
長
女
）

の
3
人
の
子
を
抱
え
、
夫
を
亡
く
し
た

悲
し
み
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
こ
れ
か

ら
の
生
活
を
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
途

方
に
く
れ
、
毎
日
、
泣
い
て
暮
ら
し
て

い
ま
し
た
。
幸
い
に
も
同
居
し
て
い
た

義
父
母
や
私
の
両
親
や
兄
弟
、
夫
の
友

人
た
ち
と
周
り
の
か
た
が
た
に
支
え
ら

れ
な
が
ら
、
な
ん
と
か
こ
こ
ま
で
や
っ

て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の

後
、
漁
業
（
自
営
）
を
廃
業
し
、
私
は

北
海
道
の
非
常
勤
職
員
と
し
て
槍
山
振

興
局
に
勤
務
、
長
男
は
救
急
救
命
士
と

し
て
厚
沢
部
町
消
防
署
に
、

二
男
は
海

上
自
衛
官
と
し
て
横
須
賀
市
で
勤
務
し

て
お
り
ま
す
。

＊
お
か
げ
様
で
、

（
北
海
道
加
津
）

息
子
は
高
校
で
も
野

‘，J
、
，
司
，
‘
，
《
、
，
、
，

d

、

、．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
－－ 

上
野
動
物
園
に
パ
ン
ダ
が
や
っ
て

き
て
か
ら
早

4
カ
月
。
。
人
寄
せ
パ

ン
ダ
。
の
言
葉
そ
の
ま
ま
に
、
連
日
、

放
飼
場
の
前
は
、
愛
く
る
し
い
リ

l

リ
l
＆
シ
ン
シ
ン
の
姿
を

一
目
見
ょ

う
と
集
ま
っ
た
人
た
ち
で
賑
わ
っ
て

い
る
と
か
。
こ
の
不
動
の
人
気
に
あ

や
か
る
べ
く
、
今
や
、
上
野
の
街
は

パ
ン
ダ
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
商
品
で

あ
ふ
れ
返
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
春
グ

ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
た

J
R
上
野
駅

、

の
エ
キ
ナ
カ
（
改
札
内
店
舗
）
も
そ

ヤ

の

一
つ
。
パ
ン
に
最
中
、
布
巾
に
パ

門

ッ
グ
な
ど
な
ど
、
各
シ
ョ
ッ
プ
に
は

い

さ
ま
ざ
ま
な
パ
ン
ダ
グ
ッ
ズ
が
並
ん

〆
E

，，、，
P
E

》，、，、
r
、，E
》，、r
t
a
g

》r

、，巴
r

，e、，、，

が
亡
く
な
っ
て
か
ら
丸
山
年
問
、
支
え

て
い
た
だ
き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
て

お
り
ま
す
。
未
曾
有
の
大
災
害
の
被
害

に
心
痛
む
毎
日
で
す
が
、
息
子
の
成
長

が
お
世
話
に
な
っ
た
皆
さ
ん
へ
の
ご
恩

返
し
に
な
り
ま
す
よ
う

一
日

一
日
を
大

切
に
生
き
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

（
徳
島
県
島
尾
）

＊
叩
年
間
も
の
長
い
間
お
世
話
に
な

り
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
ま
わ
り
の
か
た
が
た
に
支
え
ら

れ
、
こ
こ
ま
で
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。

（
高
知
県

森
下
）

＊
震
災
遺
児
の
お
子
さ
ん
方
、
ど
う
ぞ

’3
4
J
、4
J
、，‘
J

で
い
ま
す
。
ヶ
l
キ
な
ん
て
食
べ
ち

一

ゃ
う
の
が
も
っ
た
い
な
い
く
ら
い
の

か
わ
い
さ
で
す
。
中
で
も
お
す
す
め

ム

な
の
は
、
某
カ
フ
ェ
で
頂
く
ホ
ッ
ト
・

品

コ
コ
ア
。
店
員
さ
ん
が
、
泡
立
て
た

、

ミ
ル
ク
と
コ
コ
ア
パ
ウ
ダ
ー
を
使

．v

い
、
上
手
に
パ
ン
ダ
の
顔
を
描
い
て

引

く
れ
ま
す
。
液
体
な
の
で
、
ち
ょ
っ

い

と
し
た
揺
れ
で
顔
が
崩
れ
て
し
ま
う

の
で
す
が
、
そ
れ
も
ご
愛
婿
。
逆
に

そ
の
ク
ぶ
ち
ゃ
か
わ
い
さ
。
（
ぶ
ち

ゃ
い
く
だ
け
ど
カ
ワ
イ
イ
）
に
ほ
っ

こ
り
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。

皆
さ
ん
も
、
上
野
で
お
気
に
入
り
の

品

パ
ン
ダ
を
み
つ
け
て
み
て
は
い
か
が

で
す
か
。

（M
）
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前
に
向
か
っ
て
希
望
を
失
わ
ず
生
き
て

い
っ
て
く
だ
さ
い
。
必
ず
良
い
時
が
き

ま
す
。
信
じ
て
耐
え
て
く
だ
さ
い
。

（
埼
玉
県
松
本
）

＊
東
日
本
大
震
災
よ
り
早

3
カ
月
、
被

災
者
の
皆
さ
ま
大
変
で
す
ね
。
漁
業
に

た
ず
さ
わ
る
か
た
が
た
の
被
害
も
ま
た

大
き
く
、
早
く
立
ち
直
る
よ
う
祈

っ
て

お
り
ま
す
。

年 7月 1日（平成23) 

（
千
葉
県
福
田
）

＊

「心
の
中
の
ア
ル
バ
ム
」
を
読
ま
せ

て
い
た
だ
き
、
海
難
遺
児
の
か
た
が

た
、
そ
し
て
ご
家
族
が
頑
張
っ
て
生
き

て
い
く
様
子
が
そ
れ
ぞ
れ
記
載
さ
れ
て

お
り
、
深
い
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

（
新
潟
県

石
添
）

お知らせ 。
ゆび募金（募金型自動販売機）による

2011年4月末までの寄付金累計額は

311,066円です。

ご協力ありがとうございました。

総帥ぴ募童に関宮るお問い合わせl;l事務局まで

よだム一
A英育

育

英

基

金

『募
金
・
ご
寄
付
」
の
お
礼

( 4) 

2
0
1
1
年

3
月
か
ら

5
月
ま
で
に

ご
寄
付
を
頂
い
た
皆
さ
ま
の
ご
芳
名
を

掲
げ
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※
ご
芳
名

（
敬
称
略
）

1
、
漁
協
系
統
募
金

（
各
都
道
府
県
の

漁
連
、
信
漁
連
等
で
構
成
す
る

「
漁
船

海
難
遺
児
を
励
ま
す
地
方
協
議
会
（
略

称

・
地
方
協
こ
等
で
取
り
扱
っ
た
分

で
、
般
寄
付
を
含
み
ま
す
。
）

〔

3
月〕

O
北
海
道

マ
地
方
協

O
岩
手

県
マ
地
方
協

O
宮
城
マ
宮
城
県
漁
協
女

性
部
連
絡
協
議
会

O
山
形
県
マ
山
形
県

漁
協
女
性
部
マ
地
方
協

O
東
京
都
マ
安

井
勝
利
マ
船
宿
豆
や
マ
全
国
漁
協
女
性

部
連
絡
協
議
会

O
新
潟
県
マ
地
方
協

O

静
岡
県
マ
静
岡
県
え
び
篭
漁
業
研
究
会

マ
地
方
協

O
福
井
県
マ
地
方
協

O
京
都

府

マ
地
方
協

O
兵
庫
県
マ
守
山
京
都
｜

香
典
返
し

O
和
歌
山
県
マ
ま
ぐ
ろ
祭
り

実
行
委
員
会

l
収
益
金
の

一
部

O
山
口

県
マ
今
浦
典
子
マ
地
方
協

O
徳
島
県
マ

上
田
幸
男
｜
原
稿
執
筆
代

マ
J
F
共
水

連
徳
島
支
店
有
志
御

一
同
マ
徳
島
県
漁

業
共
済
組
合
有
志
御

一
同
マ
徳
島
県
漁

船
保
険
組
合
有
志
御

一
同

マ
徳
島
県
水

産
振
興
公
害
対
策
基
金
有
志
御

一
同

マ

徳
島
市
／
松
茂
町
／
石
井
町
｜
映
画

「
奇
跡
の
海
」
上
映
に
よ
る
収
益
か
ら

マ
徳
島
市
漁
業
協
同
組
合
青
年
部
有
志

御

一
同
マ
地
方
協

O
愛
媛
県
マ
地
方
協

．
。
佐
賀
有
明
マ
佐
賀
県
有
明
海
漁
協
青

年
部

O
長
崎
県
マ
長
崎
県
真
珠
母
貝
養

殖
事
業
審
議
会
｜
解
散
に
よ
る

マ
地
方

協

O
大
分
県
マ
ロ
イ
ヤ
ル
バ
レ
ン
タ
イ

ン
吉
田
美
佐
子
／
医
療
法
人
長
門
莫
記

念
会
理
事
長
長
門
和
子
／
三
州
芸
能
吉

田
順
子
／
梅
田
水
産
嗣
梅
田
貴
也
／
浪

井
宏
｜
中
嶋
水
産
経
由
マ
佐
々
木
重
麿

マ
佐
伯
市
役
所
水
産
課
職
員

一
向
。
鹿

児
島
県
マ
串
木
野
ま
ぐ
ろ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
実
行
委
員
会
マ
鹿
児
島
ま
ぐ
ろ
同

友
会
マ
冨
ケ
原
義
幸
マ
北
さ
つ
ま
漁
業

協
同
組
合
長
島
支
所
青
壮
年
部
マ
地
方

協

O
沖
縄
県
マ
沖
縄
県
漁
協
女
性
部
連

合
会
マ
附
沖
縄
漁
港
漁
場
協
会
マ
地
方

協〔

4
月〕

O
北
海
道

マ
成
田
功

マ
川
岸

美
紀

O
大
阪
府
マ
地
方
協

O
広
島
県
マ

J
F
大
垣
町
小
型
底
曳
網
グ
ル
ー
プ

マ

地
御
前
か
き
チ

ャ
リ
テ
ィ

l
パ
ザ

l
ル

実
行
委
員
会
マ
地
方
協

O
山
口
県
マ
山

口
県
漁
協
青
壮
年
部
連
合
会
マ
県
立
水

産
高
等
学
校

O
福
岡
県
マ
地
方
協

〔

5
月〕

。
長
崎
県

マ
谷
口
文
子

マ
竹

村
春
人
マ
長
崎
大
学
水
産
学
部
マ
J
F

長
崎
漁
連
登
山
部
｜
解
散
に
よ
る

2
、
一
般
寄
付

〔

3
月〕

O
青
森
県

マ
大
山
チ
セ

O
岩

手
県
マ
三
陸
沿
岸
芸
能
振
興
会

O
埼
玉

県
マ
小
野
沢
通
マ
冨
元
克
昌

O
千
葉
県

マ
佐
久
間
明
美
｜
東
日
本
大
震
災
被
災

者
の
た
め
に

マ
飯
村
久
子

O
東
京
都
マ

ニ
チ
レ
イ
ふ
れ
あ
い
基
金
マ
漁
船
保
険

中
央
会
マ
制
全
国
底
曳
網
漁
業
連
合
会

マ
石
崎
三
輪
子

マ
第
凶
回
全
国
青
年

・

女
性
漁
業
者
交
流
大
会
マ
三
水
会
マ
日

本
海

・
九
州
西
広
域
漁
業
調
整
委
員
会

。
神
奈
川
県
マ
横
浜
市
立
川
和
中
学
校

マ
冊
目
本
政
策
金
融
公
庫
横
浜
支
店
農

林
水
産
事
業
。
山
梨
県
マ
佐
藤

一
江

O

静
岡
県
マ
蜘
救
命
マ
県
立
焼
津
水
産
高

等
学
校

O
大
阪
府
マ
佐
々
木
忠
義
｜
東

日
本
大
震
災
遺
児
の
た
め
に

O
兵
庫
県

マ
瀬
戸
内
海
漁
業
調
整
事
務
所
マ
第
五

管
区
海
上
保
安
本
部

O
鳥
取
県
マ
浜
野

茂
夫

O
熊
本
県
マ
南
九
州
ビ
パ
レ
ッ

ジ

サ
ー
ビ
ス
蜘

l
自
販
機
売
上
金

O
鹿
児

島
県
マ
第
十
管
区
海
上
保
安
本
部
マ
冨

元
小
松

O
沖
縄
県
マ
側
水
産
総
合
研
究

セ
ン
タ
ー
西
海
区
水
産
研
究
所
石
垣
支

所

O
そ
の
他
マ
や
す
ふ
く
た
つ
お

〔

4
月〕

O
埼
玉
県

マ
小
野
沢
通

マ
冨

元
克
畠

O
千
葉
県
マ
佐
原
芳
隆
｜
東
日

本
大
震
災
被
災
者
の
た
め
に

マ
飯
村
久

子

O
東
京
都
マ
榎
本
み
つ
枝
マ
阪
井
光

平
マ
水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部
計
画
課

。
神
奈
川
県
マ
池
田
郁
子

O
富
山
県
マ

布
目
久
幸

O
福
井
県
マ
久
保
田
誠

一
｜

東
日
本
大
震
災
被
災
者
の
た
め
に

O
静

岡
県
マ
大
洋
水
産
駒
｜
会
社
解
散
に
よ

る
親
睦
会
残
金

O
兵
庫
県
マ
蓮
沼
俊

一

O
鳥
取
県
マ
浜
野
茂
夫

O
山
口
県
マ
浦

部
久
幸
｜
定
年
退
職
の
記
念
と
し
て

O

熊
本
県
マ
南
九
州
ピ
パ
レ

ッ
ジ
サ
ー
ビ

ス
鮒
｜
自
販
機
売
上
金

O
鹿
児
島
県
マ

南
九
州
コ
カ
・
コ

l
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
附

加
世
田
営
業
所
｜
自
販
機
売
上
金
マ
冨

元
小
松

〔

5
月〕

O
埼
玉
県
マ
小
野
沢
通

O
千

葉
県
マ
飯
村
久
子
。
東
京
都
マ
梶
浦
富

子
マ
耐
久
能
木
コ

l
ポ
レ

l
シ
ョ
ン

マ

窪
田
裕
子
マ
高
野
恵
子
マ
側
海
外
漁
業

協
力
財
団
マ
若
井
克
友
マ
町
田
幸
子
マ

友
田
久
美
子
。
新
潟
県
マ
石
添

一
儀
。

和
歌
山
県
マ
和
歌
山
県
日
高
振
興
局
地

域
振
興
部
日
高
地
区
水
産
業
振
興
協
議

会

O
鳥
取
県
マ
浜
野
茂
夫

O
熊
本
県
マ

南
九
州
ピ
パ
レ
ッ
ジ
サ
ー
ビ
ス
蜘
｜
自

販
機
売
上
金

(20ll年 6月15日現在）

数生
品...，，
寸ー奨.?Jlj 県府道者日

圃
閏

6
月
日
日
、

「第
初
回
兵
庫
県
漁
民

物
故
者
合
同
供
養
祭
』

（
J
F
兵
庫
漁

連
主
催
）
が
和
歌
山
県
高
野
山

「
兵
庫

県
漁
民
物
故
者
合
同
慰
霊
塔
」
で
行
わ

れ
、
本
会
を
代
表
し
、
佐
藤
専
務
理
事

が
参
列
致
し
ま
し
た
。

物
故
者
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。編

集

後

記

V
暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
昨

年
は
記
録
的
な
猛
暑
で
し
た
が
、
今
年

も

6
月
の
最
高
気
温
が
初
年
ぶ
り
に
塗

り
替
え
ら
れ
る
な
ど
、
引
き
続
き
暑
い

夏
と
な
り
そ
う
で
す
。
ま
た
、
節
電
の

影
響
も
あ
り
、
熱
中
症
で
病
院
に
搬
送

さ
れ
た
人
の
数
は
昨
年
同
月
の

3
倍
に

も
上
る
と
か
。
特
に
被
災
地
で
は
、
未

だ
環
境
の
整
わ
な
い
中
、
不
便
な
生
活

を
強
い
ら
れ
て
い
る
方
が
多
数
お
ら
れ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
皆
さ

ん
、
外
出
時
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

室

内
で
も
こ
ま
め
に
水
分
補
給
す
る
な
ど

し
て
、
体
調
管
理
に
は
十
分
お
気
を
付

け
く
だ
さ
い
ね
。

（M
）

＊給与奨 学 生 の 高 校 生 等には特別 支援学生を含む。

＊貸 ワー奨学生には入学一時金のみの奨学生を含む。

＊休学中の奨学生は人数に含まない。

*2011年度第1回採用者は内数である。

の羽根 募金水色!! 手をの愛IB 
Jし漁船海難遺

給与 奨学 生 貸与奨学生 20ll年度第1匝l採問者

百匹泡府県名 合間 合計
幼児 小 学生 中学生 高校生等 d、冒1 大学生等 幼児 小 学生 中学生 同 校 生 等 大 学 生 等

1ヒ i'li正 iロ 2 5 12 17 36 3 39 2 2 

i'J 森 3 4 4 11 1 12 

岩 手 3 1 1 5 5 

宮 城 5 4 6 15 15 

:f,)( EEi 

UJ )~ 1 1 1 

も官 白 1 5 2 2 10 10 

玖E 減、 1 1 1 

千 Z庫 1 3 3 4 ll 2 13 1 1 2 

Z巨 I官 1 2 3 1 4 

争I• 奈 JI[ 1 2 1 1 5 1 2 1 1 5 

調7 i!J 2 1 3 3 

官 は』

石 /II 2 2 4 4 

肯予 l珂 3 3 2 5 1 1 

愛 匁I

福 J十 1 1 2 2 

ill 

万ミ Im 1 1 1 

大 l坂 1 1 1 2 1 1 

兵 h巨 4 3 7 2 9 1 1 

和 歌 UJ 

Eる Ill( 1 1 1 

島 線 1 2 3 3 

1瑚 iJ1 1 1 2 2 

広 白 1 1 2 2 

はl Iコ 1 3 1 5 1 6 

徳 島 1 2 3 2 5 1 1 

香 /II 1 2 3 3 

愛 ~ 1 4 6 11 11 

百五 知J 2 2 1 3 1 1 

福 ！河 1 2 1 4 4 

視 1剤有明海 2 1 3 3 

佐賀玄海 5 5 5 

｛主主，＇.＇｛：了 F明 f毎 1 1 1 

長 崎 1 7 2 6 16 1 17 1 1 2 

大 分 1 2 3 3 

Ii属 本 1 3 2 6 1 7 

宮 d崎 2 2 1 5 1 6 

1克 児 ,;-1, 1 5 2 2 10 10 

沖 制日 1 4 2 7 3 10 1 1 

合 百十 8 62 63 78 2ll 22 233 3 2 1 1 10 17 




